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［ お問い合せ ］

一般社団法人東北お遍路プロジェクト
仙台市太白区長町三丁目9-10（エフエムたいはく内）☎022-717-5805
公式サイトhttps://touhoku-ohenro.jp/
E-mailinfo@touhoku-ohenro.jp

会員
募集中!

東北お遍路プロジェクトは、会員及び復興者の皆さまととも
に東北の被災地で巡礼の道を育んでいくプロジェクトです。こ
の活動の趣旨にご賛同いただき、ともに活動を支えて下さる
会員、ご寄付を募集しております。

■一般会員（個人）年会費5,000円
■賛助会員（個人）年会費2,000円
■法人会員（団体）年会費10,000円
■ご寄付：ご自由に、いくらでも結構です。（随時）
振込先：郵便振替02200-3-113028東北お遍路プロジェクト

【
青
森
県
】●
八
戸
市
：
蕪
嶋
神
社
●
階
上
町
：
大
蛇
小
学
校
の
2
つ
の
津
波
の
碑

【
岩
手
県
】●
洋
野
町
：
昭
和
三
陸
津
波
碑
●
久
慈
市
：
ケ
ル
ン
・
鎮
魂
の
鐘
と
光
●
野
田
村
：
大
鳥
居
と
楓
の
木
●
普
代
村
：
普
代
水
門
●
田
野
畑
村
：
机
浜
番
屋
群
／
宝
福
寺
／
三
陸
鉄
道
カ

ル
ボ
ナ
ー
ド
島
越
駅
●
岩
泉
町
：
旧
小
本
小
学
校
の
奇
跡
の
1
3
0
段
の
階
段
●
宮
古
市
：【
宮
古
市
津
波
遺
構
】た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
／【
岩
手
県
震
災
遺
構
】田
老
陸
側
防
潮

堤
／
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
中
の
浜
／
大
津
波
記
念
碑
●
山
田
町
：
御
蔵
山
／
鯨
と
海
の
科
学
館
●
大
槌
町
：
城
山
公
園
／
蓬
莱
島（
ひ
よ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
）●
釜
石

市
：
私
設
こ
す
も
す
公
園（
希
望
の
壁
画
）／
う
の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
／
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
／
津
波
て
ん
で
ん
こ
・
浜
町
避
難
道
路
／
盛
岩
寺
●
大
船
渡
市
：
吉
浜
の

津
波
石
／
未
音
崎
湾
望
台
と
津
波
を
見
て
い
た
3
本
の
木
●
陸
前
高
田
市
：【
陸
前
高
田
市
震
災
遺
構
】奇
跡
の
一
本
松
／
普
門
寺
／
箱
根
山
の
希
望
の
灯
り
と
小
友
地
蔵
尊

／
陸
前
高
田
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
モ
ビ
リ
ア

【
宮
城
県
】●
気
仙
沼
市
：
早
馬
神
社
／
唐
桑
半
島
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
／
み
ち
び
き
地
蔵
／
紫
神
社
／
尾
崎
大
明
神
／
古
谷
館
八
幡
神
社
／
地
福
寺
、岩
井
崎
の
龍
の
松
／【
気
仙
沼

市
東
日
本
大
震
災
遺
構
】気
仙
沼
向
洋
高
校
●
南
三
陸
町
：
上
山
八
幡
宮

波
来
の
碑
●
石
巻
市
：【
石
巻
市
震
災
遺
構
】大
川
小
学
校
／
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
／

門
脇
町
を
見
守
る
お
地
蔵
さ
ま
／【
石
巻
市
震
災
遺
構
】門
脇
小
学
校
／
日
和
山
公
園
／
普
誓
寺
／
旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂
／
十
八
成
浜
白
山
神
社
●
東
松
島

市
：【
東
松
島
市
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
公
園
】旧
野
蒜
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
／
貞
観
地
震
の
千
年
石
碑
と
観
音
寺
●
松
島
町
：
瑞
巌
寺
・
観
瀾
亭
●
七
ヶ
浜
町
：
同
性
寺
●
多

賀
城
市
：
末
の
松
山（
宝
国
寺
）●
仙
台
市
：
蒲
生
干
潟
／
な
か
の
伝
承
の
丘
／
浪
分
神
社
／【
震
災
遺
構
】仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校
と
荒
浜
地
区
住
宅
基
礎
●
名
取
市
：
仙
台
空

港
●
岩
沼
市
：
千
年
希
望
の
丘
●
岩
沼
市
〜
石
巻
市
：
貞
山
運
河
●
亘
理
町
：
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
●
山
元
町
：
普
門
寺
／
戸
花
山
／【
山
元
町
震
災
遺
構
】中
浜
小
学
校
と
千
年

塔
／
磯
崎
山
公
園（
唐
船
番
所
跡
）

【
福
島
県
】●
新
地
町
：
龍
昌
寺
／
旧
磯
山
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
祈
り
の
庭
／
安
波
津
野
神
社
／
大
戸
浜
観
音
堂
●
相
馬
市
：
津
神
社
／
松
川
浦
／
長
命
寺
／
稲
荷
神
社（
寄
木
神
社
）●
南
相
馬

市
：
山
田
神
社
／
御
刀
神
社
／
み
ち
の
く
鹿
島
球
場
／
北
萱
浜
神
社
／
相
馬
小
高
神
社
／
日
鷲
神
社
●
浪
江
町
：
大
聖
寺
／
旧
請
戸
小
学
校
と
大
平
山
／
諏
訪
神
社
と
復
興

祈
念
公
園
／
希
望
の
牧
場
・
ふ
く
し
ま
●
双
葉
町
：
初
発
神
社
●
大
熊
町
：
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
／
熊
川
海
水
浴
場
／
坂
下
ダ
ム
と
じ
じ
い
部
隊
●
富
岡
町
：
夜
ノ
森
公
園
の

桜
並
木
と
夜
ノ
森
駅
の
ツ
ツ
ジ
●
楢
葉
町
：
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
／
天
神
岬
公
園（
み
る
ー
る
天
神
）／
宝
鏡
寺
・
伝
言
館
●
広
野
町
：
修
行
院
●
い
わ
き
市
：
稲
荷
神
社（
秋
葉
神
社
）／

道
山
林
／
塩
屋
埼
灯
台
と
薄
磯
・
豊
間
海
水
浴
場
／
ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク
／
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
き
み
と
」と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

2023

東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
八
回

❖
青
柳
健
二
〔
写
真
家
〕

❖
渡
辺
祥
子
〔
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、情
報
誌「
り
ら
く
」編
集
長
〕

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
作

写
真
一
枚
一
枚
、コ
メ
ン
ト
一
言
一
言
に
、
13
年
の
時
の
積
み
重
な
り
が
確
実
に
あ
っ
た
こ
と
を
、改
め
て
実
感
し
た
。笑
顔
弾
け
る
写
真
、静
か
な
時
の
流
れ
を
感
じ

さ
せ
る
写
真
、躍
動
感
あ
る
情
景
な
ど
。中
に
は
あ
の
時
か
ら
時
間
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
苦
し
み
を
表
現
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、全
て
の
写
真
に
撮
影
者
の
願
い

や
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。と
こ
ろ
で
、こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
妙
は
写
真
と
コ
メ
ン
ト
の
相
乗
効
果
と
聞
い
た
。イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
写
真
が
あ
る
一
方
、

「
写
真
に
添
え
た
言
葉
」で
は
な
く「
言
葉
に
添
え
た
写
真
」か
と
い
え
る
ほ
ど
、言
葉
が
写
真
に
意
味
を
持
た
せ
、そ
の
世
界
を
大
き
く
広
げ
る
タ
イ
ト
ル
や
コ
メ

ン
ト
も
あ
っ
た
。そ
う
し
た‘

想
い’

に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ふ
れ
ら
れ
る
の
も
ま
た
、こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
良
さ
で
は
な
い
か
。ぜ
ひ
よ
り
多
く
の
方
々
と
共
有
し
た
い
。

今
回
も
、先
に
応
募
作
品
の
コ
メ
ン
ト
を
読
み
、後
で
写
真
を
見
る
と
い
う
審
査
方
法
に
な
っ
た
。想
像
と
違
っ
て
い
た
り
、な
る
ほ
ど
思
わ
せ
た
り
、作
品
を
期

待
さ
せ
る
コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
。最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た「
僕
も
泳
ぎ
た
い
！
」は
、青
い
鯉
の
ぼ
り
を
バ
ッ
ク
に
し
た
子
ど
も
の
姿
で
、撮
影
意
図
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
。表
情
も
い
い
。明
る
い
未
来
を
願
う
お
父
さ
ん
の
気
持
ち
も
よ
く
わ
か
る
。優
秀
賞
の「
田
園
地
帯
」は
、ヘ
リ
か
ら
の
撮
影
で
住
宅
街
と
田
園
が

み
ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
だ
。こ
れ
こ
そ
写
真
の
力
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。も
う
一
点
の「
あ
の
日
の
事
」は
、穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
緊
張

感
を
覚
え
る
の
は
、海
辺
で
戯
れ
る
女
子
学
生
と
波
消
し
ブ
ロ
ッ
ク
の
荒
々
し
い
形
が
対
照
的
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。海
の
二
面
性
を
感
じ
た
。

高
橋
達
也（
宮
城
県
東
松
島
市
）

『
僕
も
泳
ぎ
た
い
！
』

瀬
川
征
吉
（
青
森
県
八
戸
市
）

『
人
間
の
絆
』

西
山

栄
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
野
馬
懸
の
御
小
人
た
ち
』

渡
邊
成
一
（
宮
城
県
名
取
市
）

『
閖
上
の
朝
』

川
村
裕
信
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
田
園
地
帯
』

守
屋
正
安
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
あ
の
日
の
事
』

東日本大震災で亡くなった子供たちへの鎮魂と地域
の復興を願って、毎年5月、東松島の大空に沢山の青
い鯉のぼりが泳ぎます。未来を担う子供たちの成長と
幸せを願ってシャッターをきりました。
（撮影・宮城県東松島市／令和5年5月4日）

開通した復興道路を使って岩
手県三陸沿岸・田老の防災施
設見学。高さ10ｍ余りの防潮
堤で、現地のガイドの案内を受
ける。説明地点に黙々と上る
人々に感動を受け、思わず写
した一枚。人間の絆は、未来永
劫に続く。
（撮影：岩手県宮古市）

相馬地方の伝統行事「相馬野馬追
い」の最終日に行われる「野馬懸」
で裸馬を捕らえるため、素手で追
い込みます。東日本大震災も困難
を乗り切り実施していますが最近
の温暖化による暑さには馬も人も
耐え切れず令和6年は7月から5月
に繰り上げて行われるそうです。
（撮影：相馬小高神社／令和5
年7月31日）

岸
浩
子（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）

『
復
興
の
船
出
』

佐
々
木　

均
（
宮
城
県
多
賀
城
市
）

『
新
し
い
年
迎
え
る
』

村
上
美
保
子
（
福
島
県
新
地
町
）

『
月
の
道
』

村
上

淳
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）

『
仲
良
し
家
族
』

新しい年を迎える東松島市野
蒜海岸。私自身も元気に過ごせ
るように祈りました。
（撮影：東松島市野蒜海岸／
令和5年1月1日）

海の上に月の道が現れた。こ
の道の先は補陀落まで続いて
いるのだろうか。
もしそうなら、今から舟をこぎ出
そう。どうしても会いたい人がそ
こにいる。
（撮影：新地町釣師浜／令和5
年9月29日）

藤
島
純
七
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
伝
統
の
舞
』

佐
藤
広
和
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
未
だ
高
線
量
地
帯
の
津
島
浪
江
町
』

柏
舘

健
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

『
今
日
は
み
ん
な
で
ミ
カ
ン
刈
り
』

大震災で被災した南三陸町の
入谷地区で催された「入谷打
囃子」。約270年続く伝統芸
能。3年ぶりに復活。被災した
町民の心をいやした。
（撮影：南三陸町入谷地区／
令和5年9月17日）

復興拠点津島は1.5㎞除染し
ている。除染しても0.5μSvで
年間線量は1ｍｍSv（0.23μ
Sv以下）にならない。会議室に
入る前、靴に放射能が付かな
いように靴用の保護キャップ
を履いて入っていく。11年たっ
てなお…。
（撮影：福島県浪江町津島／
令和4年4月15日）

海抜7.2ｍに盛土された河川
防災ステーション駐車場の初
冬の朝。整地された土地の手
前は墓地。先には朝陽に照らさ
れた新しい住宅が拡がり、遠く
には今も変わらずに蔵王の山
並みが見守っていてくれる。
（撮影：名取市閖上東一丁目地
内／令和5年12月3日）

震災の時、陸前高田は人々、
町、海…言葉に語り尽くせぬ
程の被災でした。松原も同
様、その側の漁港漁業も同
様でした。漁業者の多くの迷
いと決断の元、養殖も再開さ
れました。海の神様に大漁祈
願の秋祭りの朝でした。
（撮影：陸前高田市米崎町／
令和5年10月28日）

あの日、大津波が押し寄せた
気仙沼に穏やかな日常が戻っ
てきました。今日は仲良し家族
で岩井崎の潮吹き見物です。
このような光景がずっと続くと
良いなと強く心のそこから感じ
る今日この頃です。
（撮影：気仙沼市岩井崎・令和4
年7月31日）

海の見える広野町のミカンの丘に
は、十二月になると多くの園児が
来て、ミカン刈りを行っています。
今年も遠足気分でたくさんの子供
達が笑顔でミカンの収穫をしまし
た。海への何の不安もなく、海を眺
めながらミカン刈り、いいですね。
（撮影：福島県広野町／令和5
年12月7日）

自衛隊ヘリコプター体験搭乗に参加、霞目を飛び立ち
田園地帯上空を飛行しました。自動車道を境にして都市
と田園が見事に分かれておりました。また自動車道の津
波防潮堤としての役割が大きかったことがわかります。
（撮影・仙台市宮城野区霞目上空／令和5年3月20日）

波消しブロックを超えた大津波が幾人もの命を
奪った。夏休みの登校日、幼き頃に一緒に遊んだ
友を思い、仲良し三人組が「友との思い出」を忘
れないように会いに来たのかもしれない…。
（撮影・仙台市荒浜／令和5年8月22日）

〈 第9回東北お遍路写真コンテスト作品募集！ 〉
■募集テーマ：風景・人物・祭りなど、東北お遍路に因む写真
■応募方法：写真は２Lサイズのプリントで、コメント（100

字以内）と一緒にお送りください。写真とコメ
ントで審査します

■応募期間：2024年12月10日（必着）
▶作品の送り先：〒976-0022 福島県相馬市尾浜字南ノ入

241-3　東北お遍路コンテスト係

■応募先
　976-0022福島県相馬市尾浜字南ノ入241̶3
　東北お遍路プロジェクト・標柱係
メール：info@touhoku-ohenro.jp
　●応募の際、次の項目を記載ください。
　①希望する巡礼地
　②設置者のお名前・連絡先
　③設置する場所を自分で確保できるか
（公共の場所等は許可が必要です）

　④いつ頃設置したいか
　※設置を石材店や工務店に頼む場合、
　　工事費は3～5万円程度必要です。

標柱の材料を提供いたします。

みんなで標柱立てました。
（安波津野神社・福島県新地町）

あなたの好きな巡礼地に
標柱を立ててみませんか？

　東北お遍路プロジェクトは、巡礼の道を整備するため、標柱の設置を
進めております。あなたの思い入れのある巡礼地に、あなたのお名前を
入れた標柱を立ててみませんか？今回新しい標柱の発表を記念し、
10名の方に標柱の材料を提供いたします。
　設置方法は、東北お遍路プロジェクトHPに「標柱設置マニュアル」を
アップしています。ご希望の方は、東北お遍路プロジェクト「標柱」係ま
でご応募ください。

『忘れられた碑』 大橋信彦（宮城県名取市）

名取川右岸の閖上地区堤防の一隅に立っている

昭和三陸地震津波の碑（左）と説明看板。

時の流れとともに地区住民に忘れ去られ、

あの東日本大震災を迎えた。


